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つながりのある住みやすい街をつくろう 

～課題をキャッチ～ 
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幸区の特徴 
面積10.09 ㎢ 

人口  158,309人 

  73,726世帯  

公営の借家などに
住む人の割合が

高いよ。 

老年人口の割合が 
２番目に高い区ね。 

川崎市内で一番人口の少ない
区だけど、人口密度は２番目

に高い区だよ！ 

障害者手帳所持者： 
 身体障害者手帳； ４９４５人 
 療育手帳；      １０１８人 
 精神保健福祉手帳；１０５３人 
（自立支援医療（精神通院）受給者；１９８０人） 
                H26. 6月末の集計 

障害者施設は通
所だけ。ホームが
他区より少ないよ。 

生活保護の保護率は
２番目に高い区だよ。 

町内会や自治会
の加入率は、   
一番高い区だよ。 

参考資料：○幸区役所まちづくり推進部総務課HP／○市民・こども局市
民生活部市民活動推進課 町内会自治会ハンドブックH22／○総合企画
局都市経営部統計情報課 H22国勢調査 川崎市の人口（１）／○健康
福祉局地域福祉部保護指導課 資料／○幸区障害者支援係 集計 
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幸区地域自立支援協議会の構成員 

・当事者 
・障害者福祉施設・事業所 
・特別支援学校 
・更生相談所 
・精神保健福祉センター 
・地域療育センター 
・保健福祉センター 
・相談支援センター 
       【合計27名】 
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幸区地域自立支援協議会組織図 
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解決に向けての
取り組み 

この街って住みやすい！！ 

市に上げる課題 

課題抽出 

区で解決が 
見込める課題 

課題 

課題 
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専門委員会① 

                  

 
課題整理  
委員会 

地域の課題を集約し、全体で検討できるように整理します。
必要に応じてワーキンググループたちあげの提案や、 市
へ、課題を提言するための準備をします。 

H25 

①H24年度に実施した、「成人期のナイトケア」アンケートの

回答を集計しました。現在利用している通所先で、延長サー
ビスとして、トワイライトケアを利用したい、という要望が多く
寄せられ、市協議会の専門部会（課題整理ワーキンググ
ループ）に課題としてあげました。 
 

②父親同士が、つながりを持つ機会を提供する事を目的に、
障害をもつ児童と父親を対象に、「アートフットボール講座」
を開催しました 
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チラシ 
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Ｌ 

 
①協議会で 抽出された課題を整理して、 
 解決方法を検討します。 
 全体会議で実施する、「フリートーク」の取りまとめ役も 
 担います。 
   
②第２回「アートフットボール講座」の開催準備中です。 
 父親同士が情報交換できる場を提供する事を目的に、  
 他のプログラムも企画検討中（施設見学や勉強会など） 

 です。 

H26課題整理委員会の取り組み 
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専門委員会② 

                  

 

広報 

H25

広報活動を通して、幸区地域自立支援協議会や、相談支援
体制の周知を行います。 

協議会と、相談支援の再編の周知を目的に、 
広報紙「わいわいさいわい」を作成しました。 
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Ｌ 

 

①『H25幸区地域自立支援協議会まとめ』の 

 発送作業をしました。 

 

②行政管轄の、幸区のホームページ上に、 

 協議会の取り組み内容を載せる為の 

 準備中です。 

 紙ベースでの広報のあり方も検討中です。 
 

H26広報委員会の取り組み 
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専門委員会③ 

                  

 

連携 
委員会 

地域の支援体制の強化を目指して、 
関係機関のネットワークを構築します。 
交流会や情報交換会を企画しています。 

H25 

①田島養護学校のＰＴＡ家庭学級に出向き、 
 協議会や、相談支援センターの紹介をしました。 
 
②高齢分野の、地域包括支援センターとの意見交換会を 
 企画・開催し、高齢・障害の支援の連携について、 
 話し合いを行いました。 
 
③H24民生委員アンケート集計結果について、 
 幸区民生委員協議会 会長連絡会で報告をしました。 
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Ｌ 

 

①普通学校の支援級の先生との連携方法を 

 検討します。 

 

②地域包括支援センターとの意見交換会を 

 実施予定です。 

 

③民生委員との関わり方について検討予定です。 

 

H26連携委員会の取り組み 
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専門委員会④ 

                  

 

H25 

当事者 
委員会 

①施設を訪問して、幸区の相談支援センターのＰＲ活動を 
 行いました。 
 
②「これ知っとこう！さいわい」 を作成しました。 
 
③PTA家庭教育学級で、地域での生活体験を発表しました。 
 

当事者の方が協議会の構成員として、委員会の取り組みに
参加して、３年目になりました。 
当事者が抱える日々の想いや、生活上の課題について、 

共に考えながら、住みやすい地域を作るにはどうしたらよい
かを、話し合います。 

14 



Ｌ 

 

①施設を訪問し、引き続き、 

 相談支援センターの周知活動を行います。 

 

②当事者委員会の、今後の‘在り方’や、 

 取り組み内容を、見直します。 
 

H26当事者委員会の取り組み 
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ご清聴ありがとうございました 
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